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市政だより 人口の動き

3月1日現在前月比

人口計 66，953 + 90 
男 32，275 + 51 
女 34，678 + 39 

世帯数 19，340 + 19 
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去で
子甘
もフノ丈1、
父お の

えと 待接
-
緒

桜の花びらが舞うお寺の境内で、今年も善男善女が集まってと花祭りとがおこ

なわれました。サクラの花で飾った小 さなお堂に甘茶を入れた水盤に安置された

釈迦像には、 一 日じゅう参拝者の手でかけられる甘茶でぬれていました。この甘

茶をいただくと年中無事息災といわれ、 甘茶を水のかわりにして墨をすると習字

が上達するといわれています。
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昭 和 57年度

一般会計予算

市
政
施
行
に
あ
た

わ
が
国
を
と
り
ま
く
国
際
情
勢

は
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り

経
済
環
境
の
低
迷
は
依
然
と
し
て

続
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
国

内
に
お
き
ま
し
で
も
、
景
気
回
復

へ
の
足
取
り
は
重
く
、
第
二
次
臨

時
行
政
調
査
会
に
よ
る
第
一
次
答

申
に
も
見
ら
れ
ま
す
よ
う
に
、
抜

本
的
な
行
政
改
革
に
よ
り
、
悪
化

し
た
国
の
財
政
を
建
て
直
す
べ
く

努
力
、
か
続
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
は

ご
承
知
の
と
お
り
で
あ
り
、
昭
和

五
十
七
年
度
一
般
会
計
予
算
に
お

い
て
も
、
対
前
年
度
比
六

・
二

%

増、

地
方
財
政
計
画
に
つ
い
て
も
、

対
前
杢
度
比
五
・
六
%
増
と
昭
和

三
十

一
年
度
以
来
の
低
い
伸
び
率

で
非
常
に
厳
し
い
も
の
と
な

っ
て

お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
を
背
景
と
し

な
が
ら
も
、
な
お
、
市
民
生
活
に

密
着
し
た
地
方
行
政
の
向
上
発
展

を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

つ

て

大
村
市
長

戸

島

英

わ
が
大
村
市
は
、
今
年
、
市
制

施
行
四
十
周
年
を
迎
え
た
の
で
あ

り
ま
す
が
、
昨
年
決
ま
り
ま
し
た

県
道
大
村

・
鹿
島
線
の
国
道
昇
格

更
に
今
年
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す

九
州
横
断
自
動
車
道
の
大
村
・

東

長
崎
聞
の
開
通
な
ど
、
空
陸
に
お

け
る
県
央
交
通
拠
点
と
し
て
の
飛

躍
的
発
展
の
基
盤
が
、
着
々
と
進

め
ら
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
こ
と
は

市
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
喜
び
に
た

え
な
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
と
き
に
あ
た
り
、
県
央
交

通
拠
点
都
市
と
し
て
の
整
備
を
促

進
す
る
と
と
も
に
、
基
本
構
想
の

見
直
し
を
進
め
る
な
ど
、
緊
迫
す

る
財
政
事
情
の
中
で
、
で
き
う
る

限
り
の
経
費
節
減
を
行
い
な
が
ら

山
積
み
す
る
諸
問
題
の
解
決
に
対

処
し
、
明
る
く
住
み
よ
い
大
村
市

建
設
の
た
め
、
全
力
を
傾
注
し
努

力
い
た
す
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
国
、
県
の
方
針

を
基
調
と
し
な
が
ら
、
美
し
い
環

境
、
自
然
の
保
全
、
教
育
の
振
興
、

社
会
資
本
の
整
備
促
進
な
ど
、
市

民
の
比
空
ぜ
ん
の
求
め
ら
れ
て
い
る

も
の
の
実
現
の
た
め
、
種
々
配
慮

し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

※ 

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

。
農
道
の
整
備
に

;
:
一
億
九
百
万
円

。
農
業
構
造
改
善
事
業
に

:
:
・
・
四
千
七
百
万
円

。
漁
港
の
改
修
に

:
・
:
:
八
千
二
百
万
円

。
林
道
の
整
備
に

・
六
千
二
百
万
円

。
道
路
の
整
備
に

:
:
五
億
五
千
万
円

。
公
園
の
新
設
に

:
:
八
千
五
百
万
円

。
障
害
者
の
た
め
の
住
み
よ
い

町
会
つ
く
り
推
進
事
業
と
し
て

・::七
百
万
円

。
都
市
下
水
路
の
整
備
に

:
・
一
億
二
千
九
百
万
円

。
学
校
の
建
設
に

十
一
億
七
千
六
百
万
円

唖
柄

四

O
住
宅

の
建
設
に

二
億
四
千
四
百
万
円

。
災
害
復
旧

(
土
木

・
農
林
関

係
)
に

:
:
:
:
一
億
三
千
三
百
万
円

。
観
光
施
設
の
整
備
に五

百
万
円

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

O
体
育
施
設
の
整
備
に

二
千
六
百
万
円

主にこのようなものに寸

使われます I

O
国
保
会
計
に

一
億
二
千
万
円

。
公
共
下
水
道
事
業
会
計
に

八
億
八
百
万
円

五
千
万
円

。
簡
易
水
道
会
計
に

・
六
千
二
百
万
円

。
生
産
資
金

(農
業
)
預
託
金

と
し
て
:
:
一
億
四
千
万
円

。
中
小
企
業
振
興
預
託
金
と
し

て
:
・
:
二
億
六
千
万
円

。
清
掃
事
業
に:

:
二
千
五
百
万
円

。
廃
棄
物
処
理
施
設
の
整
備
に

:
・
:
:
二
千
六
百
万
円

。
し
尿
塵
芥
処
理
に

-
-
-
八
千
六
百
万
円

。
高
齢
者
ほ
か
医
痔
賓
に

;:・
二
億
九
千
二
百
万
円

。
老
人
扶
助
費
ほ
か
に

:
:
:
二
億
二
千
九
百
万
円

。
重
度
障
害
者
福
祉
手
当
ほ
か

に

・

;
:

二
億
四
千
万
円

。
私
立
保
育
園
負
担
金
ほ
か
に

五
億
八
千
八
百
万
円

O
生
活
保
護
扶
助
費
に

O
病
院
会
計
に

-

j
e
-
-
十
億
四
千
四
百
万
円

:
・::
三
億
三
千
四
百
万
円

O
公
債
費
元
利
償
還
費
に

O
水
道
会
計
に

:
:
:
:
九
億
五
千
八
百
万
円

A
v
t
A
v
-
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A
V
S
A
v
t
A
v
t
A
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v
t
A
v
t
A
V
I
A
v--A
V
-
-
A
v
e
A
v
-
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V
Z
A
v
g
A
v
t
A
V
S
A
v
t
A
V

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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※ 

あ
り
ま
す
。

な
お
、
本
年
度
は
義
務
教
育
施

設
の
拡
充
の
た
め
、
(
仮
称
)
竹

松
第
二
小
学
校
の
新
設
、
東
大
村

小
学
校
の
増
改
築
、
旭
が

E
小
学

校
の
体
育
施
設
の
整
備
、
ま
た
特

に
下
水
道
の
整
備
普
及
に
努
め
る

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)

と
と
も
に
、
上
部
大
村
地
区
簡
易

水
道
の
完
成
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
市
民
の
健
康
守
つ

く
り
の
た
め
の
体
育
施
設
の
整
備
、

昨
年
の
国
際
障
害
者
年
に
引
続
い

て
、
障
害
者
の
た
め
の
住
み
よ
い

町
、
つ
く
り
対
策
を
講
じ
た
も
の
な

ど
が
、
そ
の
施
策
の
一
部
で
あ
り

ま
す
。当

初
予
算
の
規
模
は
次
の
と
お

り
で
あ
り
ま
す
。

。
一
般
会
計

百
四
十
三
億
三
千
万
円

。
特
別
会
計

六
十
九
億
四
千
万
円

V
国
保
三
十
一
億
三
千
万
円

マ
簡
易
水
道
四
億
三
千
万
円

マ
下
水
道
三
十
三
億
八
千
万

円

。
企
業
会
計

三
百
五
十
五
億
九
千
万
円

マ
ボ
ー
ト
三
百
十
八
億
三
千

万
円

マ
病
院
二
十
九
億
玉
千
万
円

マ
水
道
八
億
一
千
万
円

前
年
度
当
初
予
算
と
比
較
い
た
し

ま
す
と

。
一
般
会
計
(
一
0
・
一
%
)

十
三
億
一
千
万
円

。
特
別
会
計
(
四
・
四
%
)

二
億
九
千
万
円

。
企
業
会
計

(0
・
六
%
)

三
億
一
千
万
円

の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

次
に
一
般
会
計
の
歳
入
予
算
に

つ
い
て
、
そ
の
主
な
も
の
を
説
明

い
た
し
ま
す
。

ま
づ
、
市
税
に
つ
い
て
は
、
そ

の
動
向
を
把
握
し
、
三
十
二
億
八

千
万
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

地
方
交
付
税
に
お
き
ま
し
て
は
、

国
に
お
け
る
財
政
措
置
を
考
え
、

二
十
一
億
二
千
万
円
を
計
上
い
た

し
ま
し
た
。
国
庫
支
出
金
に
つ
い

て
は
、
社
会
保
障
関
係
国
庫
負
担

金
、
公
共
事
業
国
庫
補
助
金
等
歳

出
に
見
合
う
額
を
交
付
基
準
に
基

づ
い
て
算
定
し
、
二
十
八
億
九
千

万
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

収
益
事
生
来
収
入
に
つ
い
て
は
、

最
近
の
経
済
情
勢
の
見
通
し
及
び

過
去
の
実
績
等
を
検
討
し
、
非
常

に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

前
杢
度
と
同
額
の
二
十
五
億
円
を

計
上
し
て
お
り
ま
す
。

歳
出
に
つ
い
て
は
、
そ
の
予
算

総
額
を
大
別
し
ま
す
と
、
投
資
的

経
費
が
三
十
四
億
七
千
万
円
、
消

費
的
経
費
が
四
十
七
億
三
千
万
円
、

そ
の
他
の
経
費
が
六
十
一
億
二
千

万
円
と
な
っ
て
お
り
、
中
で
も
扶

助
費
三
十
一
億
円
、
他
会
計
繰
出

金
十
三
億
七
千
万
円
、
補
助
費
等

八
億
八
千
万
円
の
伸
び
が
大
き
く
、

財
政
へ
の
影
響
が
大
き
い
の
で
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
の
建
設
事
業
に

つ
い
て
は
、
そ
の
内
容
を
充
分
に

検
討
し
て
計
上
し
ま
し
た
が
、
そ

の
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、
慎
重
に

対
処
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す。

下
水
道
住
み
よ
い
町
の
基
礎
"
つ
く
り

昭
和
五
十
七
年
佐
は
の
予
算
執
行

に
あ
た
り
、
基
本
構
造
に
基
づ
く

諸
施
策
の
積
極
的
な
推
進
を
図
る

た
め
、
経
常
経
費
の
節
減
と
抑
制

に
努
め
、
事
務
事
業
の
見
直
し
を

は
じ
め
、
諸
使
用
料
の
適
正
化
な

ど
諸
方
策
を
押
し
進
め
る
中
で
、

財
政
の
健
全
化
を
確
保
す
る
た
め

の
努
力
を
い
た
し
ま
す
。

更
に
地
域
経
済
振
興
の
諸
方
策

を
実
施
し
て
い
く
た
め
、
厳
し
い

情
勢
を
的
確
に
つ
か
み
、
認
識
を

新
た
に
す
る
と
と
も
に
、
長
期
的

展
望
に
た
っ
て
事
業
の
選
択
を
し

な
が
ら
、
慎
重
な
行
財
政
の
運
営

を
行
う
所
存
で
あ
り
ま
す
勺
こ
の

た
め
に
次
の
よ
う
な
重
点
目
標
を

定
め
て
ご
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
、

①
生
活
環
境
の
整
備
と
産
業
の
振

興
②
教
育
施
設
の
整
備

③
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

④
行
財
政
健
全
化
の
推
進

⑤
園
、
県
事
業
の
推
進

以
上
五
項
目
に
示
す
と
お
り
で

昭和57年度

国・県支出金

35f.意4，100万円

24.7% 
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「納め忘れはありません町
56年度分は 4月30日までにJ

~込
ぷえ~(
;;~~当:;f]

※ 

大
村
線

れ
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

(保
険
年
金
課
)

〔納
入
通
知
書
を
発
送
〕

昭
和
五
十
七
年
度
分
の
国
民
年

金
保
険
料
納
入
通
知
書
を
四
月
十

五
日
に
発
送
し
ま
し
た
。

万
一
、
h

拍
手
も
と
に
届
か
な
か

っ
た
り
、
ご
不
審
な
点
、
が
あ
り
ま

し
た
ら
保
険
年
会
品
課
へ
お
問
合
せ

下
さ
い
。

f一一一¥
用前
し納
ま 割
し引
よ制 疎
う度 墜

を 茎
‘利 謙一 )

幹
線
ヘ

確
定
申
告
が

間
違
っ
て
い
た
と
き
は
，
・

昭
和
五
十
六
年
分
所
得
税
の
確

定
申
告
の
受
付
は
三
月
十
五
日
で

終
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
申
告
書
を
提
出
し

て
し
ま

っ
て
か
ら
所
得
や
税
額
な

ど
の
計
算
誤
り
に
気
づ
い
た
方
は

い
ま
せ
ん
か
。
提
出
し
た
確
定
申

告
書
に
誤
り
が
あ
っ
た
場
合
は
、

税
務
署
に
手
続
き
を
し
、
正
し
い

申
告
に
直
し
ま
し
ょ
う
。

た
と
え
ば
、
申
告
書
に
社
会
保

険
料
控
除
や
扶
養
控
除
な
ど
の
控

除
額
を
書
き
忘
れ
た
た
め
に
、
実

際
よ
り
多
く
の
税
金
を
納
め
て
い

た
場
合
は
、
税
金
の
還
付
を
受
け

る
た
め
の

「更
正
の
請
求
」
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

「更

正
の
請
求
」
の
で
き
る
期
限
は
、

来
年
の
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
。

ま
た
、
所
得
を
漏
ら
し
て
申
告

し
た
り
、
計
算
誤
り
な
ど
に
よ
り

実
際
よ
り
も
少
な
く
税
金
を
申
告

し
て
い
た
よ
う
な
場
合
は

「修
正

申
告
」
で
正
し
い
金
額
に
訂
正
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
修
正
申
告
は
、
税
務
署
か

ら
更
正
を
受
け
る
ま
で
は
い
つ
で

も
で
き
ま
す
が
、
な
る
べ
く
早
く

申
告
し
た
方
が
有
利
で
す
。

な
お
、
う
っ
か
り
し
て
申
告
を

忘
れ
て
い
る
人
は
、
す
ぐ
に
確
定

申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「更
正
の
請
求
」
や

「修
正
中

生
巨
の
用
紙
は
、
税
務
署
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。
手
続
き
な
ど
詳

し
い
こ
と
は
諌
早
税
務
署

(宮
諌

早
②
l

三
毛
O
)
へ
お
問
合
せ

下
さ
い
。

(
税
務
課
)
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1 

一
人
ひ
と
り
が
つ
く
る
も
の

美
し
い
環
境
は

時
間

午
後

一
時
1
四
時

(
生
活
環
境
課
)

※ 

りおおむ市政だより(5) 

-
妊
婦
教
室

五
月
の
妊
婦
教
室
は
中
地
区
公

民
館
で
行
い
ま
す
。
妊
婦
教
室
に

は
、
病
院
に
受
診
し
て
い
る
方
も

お
気
軽
に
お
で
か
け
下
さ
い
。

程

月 日 内 吋官， 

5月 6日 Oはじめで母1:ロ呆'P 、親となる心得
(第 l回)

0妊娠中の健
O 映画生の創造仰

5月12日 。妊娠中の栄養のとり方{乍(貧血婦食の操実習)実
(第 2回) 0安産のために (補助動 ・妊体の習)

5月19日
O育児育(乳房マ yサージの実習 ・赤ちゃんの入浴のさせ

(第 3回)
方・ 児用品のそろえ方)

O映画 ミすばら しい母乳"

5月26日 O家乳庭幼児の環境と性格
(第 4回) O の幸せのため に (家族計画)

-3歳
児
健
康
診
査

対
象

昭
和
五
十
三
年
十
月
生
ま

れ
の
幼
児
が
対
象
で
す
が
、

同

年
四
月
i
九
月
生
ま
れ
で
、
ま

だ
健
康
診
査
を
受
け
て
い
な
い

幼
児
も
受
診
し
て
下
さ
い
。

日
時

四
月
二
十
二
日
、
午
前
九

時
三
十
分
1
十
時
午
後
一
時

1
一
時
三
十
分
(
受
付
)

場
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

料
金

無
料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ご
持
参

下
さ
い
。

(生
活
環
境
課
)

-
妊
婦
と
乳
幼
児
の

健
康
相
談

赤
ち
ゃ
ん
の
発
育
、
栄
養
、
し

つ
け
の
面
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま

日 診療 科 目 病医院 名 所在地 電 話

婦人 ・内科 大野婦人科内科 原口問I 5-4450 
2 

外・皮膚科 中 島 外 科 西 三 城田I 2-3875 

小児科 出 口 小 児科 諏訪3丁目 2-2252 
3 

産 ・婦人科 福田産婦人科 古田Tl丁目 2-6124 

内 科 藤井内科 東本町 2-3878 
5 

産婦人・柑ヰ 長野病院 東 三 城田I 3-1123 

内 手ヰ 岡 内 科束 三 城町 2-3000 
9 

タト 内科 牧山医院 宮小路2丁目 5-7831 

内・消化器科 南野内科消化器科 束 三 城 町 3-3731 
16 

産-婦人科 後 藤産 婦人科 西大村本田I 2-6015 

内 科長崎医院 寿古郷 5-8615 
23 

泌尿器科 黒木泌尿器科 西大村本町 4-0211 

内 科早田内科 竹 松 本 町 5-3530 
30 

整形外科 松永繁形外科 西大村本田I 3-5864 

5月の日曜・祭日当番医

日室教婦妊

た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う

五
月
か

0

0

)
 

ら
、
婚
前

α

0

0

 

相

談

を

設

日

け
ま
す
。

程一

点谷
ト

ー
ー
一
一

ハU

結
婚
前
に

E
一一・・

』
Xト
』

-

-

q
べU

知
っ
て
お

割
以
一
一
ハ

き
た
い
男

相一

一O
一炎
一炎
一炎

女
の
生
理

康
一
一
九
一一一一一
1
1
ロ一げ

に
つ
い
て
、
健一

J
I
B
E川

ー

の一

内
一三
児
一一
児

相
肌
併
に

月
一
一
旦
幼
一前
一幼

相
談
に
応

5
一

一
?
一乳
一婚
一乳

じ
ま
す
。

一

一
一
一
一

一
般
健
康

一
日

τ一口
一日

相
談
は
、

I
l
l
i
-
-
--

血
圧
が
気
に
な
る
人
な
ど
の
健
康

に
関
す
る
相
談
で
す
。
こ
の
時
、

み
そ
汁
の
塩
分
を
測
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
汁
の
み
少
量
、
ご
持
参

下
さ
い
。

(生
活
環
境
課
)

ー
身
元
証
明
の
l
I
l
l
i
-
-
ー
」

圃

-

-

「
|
|
|
請
求
が
で
き
る
人
は
|
|
|
」

三
月
十
五
日
号
の
市
政
だ
よ
り

で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
四
月
の
日
九
身
元
証
明

(身
分
証
明
)
を
マ
本
人
の
承
諾
書
な
ど
を
持
参

A

曜

・
祭
日
当
番
医
の
中
で
、
四
月
山
請
求
で
き
る
人
は
次
の
と
お
り
し
た
人
(
同
一

世
帯
内
の
家

γ

二
十
九
日
の
福
田
産
婦
人
科
医
院

~
で
す
。

族
で
も
承
諾
書
を
必
要
と
し

が
内
科

・
毛
利
医
院
(
一
の
郷

・

の

マ

本

人

ま

す

。

)

告
⑤
i
八
五

一
七
)
に
変
更
に
な

〉

マ

未

成

年

者

の

場

合

は

親

権

者

(

市

民

課

)

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
・
…
J

・3

す
。
生
後
五
カ
月
ま
で
に

一
度
は

お
で
か
け
下
さ
い
。(生

活
環
境
課
)

5月の妊婦と乳幼児の健康相談日程

日 時 間 土碁 所 女す 象

4 
9:30-10:00 大村保健所 生後 4カ月までの乳児

13 : 30-15 : 00 福重出張所 妊婦と乳幼児

10 
9: 30-11 : 00 

竹松出張所
生後 6カ月までの乳児 イ

13 : 00-15 : 00 生後 7カ月以上の乳児及び幼児

11 9 : 30-10: 00 大村保健所 生後 5-7カ月までの乳児

18 9: 30-10: 00 大村保健所 生後 8カ月以上の乳児

24 9 : 30-11 : 00 二浦出張所 妊婦と乳幼児

午前 9時~午後 6時

-4月
の
日
曜
・
祭
日

当
番
医
が
一
部
変
更

診療時間

-
こ
ん
に
ち
わ

保
健
婦
で
す

一 般健康相談

場
所

市
役
所
健
康
相
談
室

(生
活
環
境
課
)

• 種風
し
ん
任
思

予
防
接

四
月
十
五
日
か
ら
一
般
婦
人
な

ど
を
対
象
に
風
し
ん
の
予
防
接
種

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
者

市
内
に
居
住
す
る
市
民

で
十
九
歳
以
上
の
女
性

申
込
先

生
活
環
境
課

※
関
係

書
類
を
渡
し
ま
す
。

実
嬉
明
所

市
内
六
カ
所
の
産
婦

人
科
医
院

(大
野
医
院
、
後
藤

産
婦
人
科
、
大
村
中
央
産
婦
人

科
、
長
野
病
院
、
福
田
産
婦
人

科
医
院
、
桝
本
医
院
)

料
金

本
人
負
担
※
料
金
は
検

査
料
そ
の
他
で
差
が
あ
り
ま
す

の
で
、
医
院
に
お
た
ず
ね
下
さ
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講

座

-
中
央
公
民
館
の
各
種

講
座
へ

受
付
開
始
四
月
十
九
日
か
ら

※
各
講
座
定
員
に
な
り
ま
し
た

ら
締
切
り
ま
す
。

申
込
方
法
電
話
で
中
央
公
民
館

(
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内

告
白

γ!三
一
六
一

)
へ

受
講
料
無
料
※
教
材
費
は
実

費
を
い
た
だ
き
ま
す
。

〔
や
さ
し
い
大
正
琴
〕

初
心
者
を
対
象
に
ナ
ツ
メ
ロ
を

中
心
と
し
た
や
き
し
い
大
正
琴
講

座
で
す
。
な
お
、
琴
を
持
つ
て
な

い
方
は
琴
代
(
一
万
六
千
円
程
度
)

が
必
要
で
す
。

期
間
五
月
十

一
日
1
七
月
十
三

日
(
毎
週
火
曜
、
午
前
十
時
1

正
午
、
十
回
)

対
象
・
定
員
成
人
(
初
心
者
)

三
十
五
人

講
師
浜
崎
三
郎
先
生

〔
日
本
人
形
の
作
り
方
〕

誰
に
で
も
で
き
る
手
づ
く
り
の

日
本
人
形
を
つ
く
る
講
座
で
す
。

期
間
五
月
十
二
日

1
六
月
二
十

一
一
百
(
毎
週
水
曜
、
午
前
十
時

※ 

j
正
午
、
七
回
)

対
象
・
定
員
成
人
、

二
十
人

講
師
田
中
町
代
先
生

〔
く
み
ひ
も
入
門
〕

講対 期け
師象正日聞の誰

午( くに
小定、毎五みで
佐員十週月ひも
々 回金十も楽
恵成)曜四講し
子人 、日座め
先、 午 j でる
生 二 前七す初
十十月 o 心
人時十者

1六む

〔
茶
道
入
門
〕

「
お
茶
を
一
ぷ
く
・
・
・
」
と

す
す
め
ら
れ
て
、
と
ま
ど
わ
ぬ
よ

う
お
茶
の
い
た
だ
き
方
、
茶
席
の

マ
ナ
ー
な
ど
茶
道
の
た
し
な
み
を

学
ぶ
講
座
で
す
。

期
間
五
月
十
一
日
1
六
月

一
日

(
毎
週
火
曜
、
午
後
七
時
i
九

時
、
四
回
)

対
象
・
定
員
成
人
(
特
に
男
性

の
方
歓
迎
)
、
二
十
人

講
師
中
村
言
、
先
生

-
高
齢
者
教
室

天

正

遣

欧

少

年

使

節

勇
気
@
記
録
⑩

止
め
を
食
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
豊
臣
秀
吉
の
パ
テ
レ
ン
追

放
令
が
出
き
れ
た
こ
と
で
、
日

本
の
情
勢
は
、
宣
教
師
が
日
本

に
入
国
す
る
こ
と
を
許
き
な
か

っ
た
か
ら
で

す。
使
節
を
率

い
た
ヴ
ァ
リ

港
ニ
ア
l
ノ
神

崎
父
は
、
イ
ン

長
ド
副
王
使
節

の
と
い
う
名
目

閣
で
日
本
入
国

仰
の
申
し
出
を

時
行
い
ま
し
た
。

一
戸
そ
の
許
可
が

江
下
っ
た
の
は
、

一
行
が
マ
カ

オ
に
着
い
て

か
ら
約
一
年

五
ヵ
月
後
の

。
母
国
に
帰
る

使
節
達
は
、
中
国
の
マ
カ
オ

ま
で
戻
っ
て
き
て
い
た
も
の
の
、

そ
こ
で
約
一
年
十
ヵ
月
聞
の
足

人
間
関
係
、
趣
味
と
生
き
が
い

そ
の
他

対
象
・
定
員
六
十
歳
以
上
の
男

女
、
五
十
人

こ
と
で
し
た
。

い
よ
い
よ
日
本
に
向
け
て
最

後
の
船
旅
の
日
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。

一
五
九

O
年
六
月
二
十

三
日
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ア
l
ノ
神
父

以
下
十
三
人
と
四
人
の
使
節
を

乗
せ
た
定
航
船
は
、
マ
カ
オ
の

港
を
静
か
に
離
れ
ま
し
た
。

約
一
ヵ
月
の
航
海
の
の
ち
、

七
月
二
十
八
日
、

一
行
を
乗
せ

た
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ダ
・
コ
ス
タ

の
ナ
ウ
船
は
、
八
年
五
ヵ
月
前

少
年
達
を
見
送
っ
た
長
崎
の
港

に
そ
の
姿
を
現
わ
し
ま
し
た
。

現
在
の
長
崎
県
庁
付
近
に
あ

た
る
浜
辺
に
は
、
た
く
さ
ん
の

群
衆
が
彼
等
を
出
迎
、
え
ま
し
た
。

そ
の
中
に
は
使
節
達
の
家
族
の

姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
千
々
石

ミ
ゲ
ル
の
母
、
原
マ
ル
チ
ノ
の

両
親
と
兄
弟
、
中
浦
ジ
ュ
リ
ア

ン
の
姉
妹
達
で
す
。
た
だ
長
崎

受
講
料
無
料

申
込
方
法
四
月
三
十
日
ま
で
に

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢

性
別
・
電
話
番
号
を
書
い
て
中

を
出
発
す
る
ま
で
、

一
行
に
加

わ
る
こ
と
に
反
対
し
た
中
浦
ジ

ユ
リ
ア
ン
の
母
の
名
は
、
出
迎

え
を
記
し
た
ど
の
記
録
に
も
見

あ
た
ら
ず
、
お
そ
ら
く
息
子
の

帰
国
を
見
る
こ
と
な
く
、
他
界

し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
八

年
余
に
の
ぼ
る
歳
月
の
流
れ
は

こ
の
家
族
達
に
も
、
す
ぐ
に
見

分
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど

に
、
彼
等
を
立
派
に
成
長
さ
せ

て
い
ま
し
た
。

一
行
が
帰
国
し
た
翌
日
に
は

当
時
大
村
純
忠
の
跡
を
受
け
大

村
領
、
王
と
な
っ
て
い
た
大
村
喜

あ
き前

が
使
節
を
迎
え
る
た
め
長
崎

に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
父
大
村

純
忠
が
他
界
し
て
既
に
三
年
の

歳
月
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
喜
前
も
、
使
節
出
発
当
時

に
は
、
少
年
達
と
同
年
齢
の
十

三
歳
で
あ
っ
た
の
が
、
も
つ
二

十
歳
を
過
ぎ
た
若
き
立
派
な
領

主
へ
と
成
長
し
て
い
た
の
で
す
。

老
後
の
心
構
え
に
関
す
る
話
し

を
聞
い
た
り
、
互
い
に
話
し
合
う

中
で
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
対
応
一
回
、
午
後
一
時
三
十
分
j
三

で
き
る
高
齢
者
聞
の
養
成
を
図
る
時
三
十
分
)

た
め
高
齢
者
教
室
を
聞
き
ま
す
。
場
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

期

間

五

月
j
来
年
三
月
(
毎
月
学
習
内
容
健
康
管
理
、

{塞
足
の

有
リ
ン
合
成
洗
剤
は
海
を
汚
し
ま
す
粉
石
け
ん
に
切
替
え
ま
し
ょ
う

央
公
民
館
(
玖
島
郷
二
五
l
三

三
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内
、
告
白

γ一
三
六
一
)
へ

(
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
)
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犬
の
放
し
飼
い
は
事
故
の
も
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
家
庭

づ
く
り
、
親
子
関
係
に
つ
い
て
考

、
え
る
教
室
で
す
。

期
間
五
月
十
九
日
j
七
月
二
十

一
日
(
毎
週
水
曜
、
午
前
十
時

1
正
午
、
十
回
)

対
象
・
定
員
成
人
、
二
十
人

内
容
現
在
日
本
の
家
族
、
つ
く

っ
て
み
ト
雪
ノ
、
レ
イ
ア
ウ
ト
ほ

カ
講
師

※ 

-
中
地
区
公
民
館
の
各

種
教
室
へ

受
付
開
始
四
月
二
十
七
日
か
ら

※
各
教
室
定
員
に
な
り
ま
し
た

ら
締
切
り
ま
す
。

申
込
方
法
電
話
か
直
接
、
中
地

区
公
民
館
(
宮
③
l
一
三
七
六
)

へ
、
ハ
ガ
キ
で
は
受
付
け
ま
せ

ノ九
。

受
講
料
無
料
※
教
材
費
は
実

費
を
い
た
だ
き
ま
す
。

〔
家
族
新
聞
づ
く
り
〕

新
聞
ヴ
く
り
を
通
し
て
、
家
族

一
ご
利
用
く
だ
さ
い

一

…
福
祉
タ
ク
シ
ー

一
在
宅
の
精
神
薄
弱
者
(
児
〕
、

一
一
重
度
身
体
障
害
者
(
児
)
の
杜

一
一
会
活
動
の
範
囲
を
広
め
る
と
と

一
一
も
に
福
祉
の
増
進
安
図
る
た
め
、

ヨ
福
祉
タ
ク
ン
l
助
成
制
度
を
実

子
施
し
て
い
ま
す
。
該
当
者
は
申

一
請
し
て
下
き
い
。

一
助
成
対
象
者

O
在
宅
の
精
神

一
薄
弱
者
(
療
育
手
帳
所
持
者
)

牧
野
佐
久
馬
先
生
ほ
か

〔
紙
ね
ん
ど
人
形
〕

紙
ね
ん
ど
で
創
作
す
る
楽
し
い

人
形
づ
く
り
教
室
で
す
。
人
形
づ

く
り
の
基
礎
を
学
習
し
ま
す
。

期
間
五
月
十
七
日
j
六
月
二
十

一
日
(
毎
週
月
曜
、
午
前
九
時

O
在
宅
の
重
度
身
体
障
害
者
一
一

(
身
体
障
害
者
手
帳
一

1
二

一

級
の
所
持
者
で
車
い
す
を
常
一

周

し

て

い

る

人

)

一

助
成
額
・
回
数

O

一
人
一
回
-

に

つ

き

三

百

八

十

円

一

o
一
年
間
二
十
四
回
以
内
一

申

請

先

福

祉

課

一(
福
祉
課
)
一
一

…
制
度

必
ず
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う

三
十
分
j
正
午
、
六
回
)

対
象
・
定
員
成
人
、
二
十
人

内
容
紙
ね
ん
ど
人
形
に
つ
い
て

人
形
作
成
の
基
礎
ほ
か

講
師
大
塚
美
意
子
先
生
ほ
か

〔
天
体
観
測
〕

星
座
や
恒
星
・
惑
星
に
つ
い
て

の
知
識
を
や
き
し
く
学
習
し
、
星

の
世
界
を
楽
し
み
ま
す
。

期
間
五
月
十
五
日
i
十
月
十
六

日
(
原
則
と
し
て
第

一
・
第
三

土
曜
、
午
後
二
時
1
四
時
、
十

回
)

対
象
・
定
員
小
学
四
年
以
上
1

成
人
、
二
十
人

内
容
天
体
の
は
な
し
、
各
月
の

星
座
に
つ
い
て
ほ
か

講
師
桑
原
和
馬
先
生

〔
手
づ
く
り
絵
本
〕

世
界
に
一
冊
し
か
な
い
手
づ
く

り
の
絵
本
づ
く
り
か
ら
、
絵
本
の

楽
し
き
、
絵
本
の
世
界
を
学
び
ま

す
。

期
間
五
月
二
十
日
j

七
月
二
十

一
一
日
(
毎
週
木
曜
、
午
後
七
時

i
九
時
、
十
回
)

対
象
・
定
員
成
人
、
二
十
人

内
容
絵
本
の
た
の
し
み
、
手
づ
く

り
絵
本
、
製
本
に
つ
い
て
は
か

講
師
秋
山
和
子
先
生
ほ
か

ー
固
定
資
産
課
税
台
帳
を

「
|
|
縦
覧
中

現
在
課
税
台
帳
の
縦
覧
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
評
価
替
が
あ
る
年
に

あ
た
り
、
土
地
と
家
屋
(
新
増

一
築
)
に
つ
い
て
評
価
替
が
実
施

孔

版

孔
版
の
利
用
方
法
を
知
り
、
手

づ
く
り
印
刷
で
楽
し
い
作
品
を
創

作
し
ま
す
。

期
間
五
月
二
十
五
日

1
十
二
月

七
日
(
原
則
と
し
て
第
一
・
第

三
火
曜
、
午
後
七
時
1
九
時

十
回
)

対
象
・
定
員
成
人
、
二
十
人

内
容
孔
版
印
刷
に
つ
い
て
、
年

賀
状
の
企
画
・
作
成
ほ
か

講
師
孔
版
友
の
会

〔
料
理
教
室
A
〕

家
庭
料
理
の
基
礎
を
各
季
節
を

お
っ
て
学
習
し
ま
す
。

期
間
五
月
二
十
六
日
1
来
年
二

月
二
日
(
原
則
と
し
て
第
一
水

曜
、
午
前
十
時
j
正
午
、
十
回
)

対
象
・
定
員
婦
人
、
三
十
人

内
容
各
季
節
の
家
庭
料
理

講
師
浦
川
鈴
子
先
生

4
月
犯
固
ま
で

き
れ
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
縦
覧
の
折
、

税
務
課
で
お
た
ず
ね
下
き
い
。

(
税
務
課
)

〔
料
理
教
室
B
〕

家
庭
料
理
の
基
礎
を
楽
し
く
学

習
し
ま
す
。

期
間
五
月
二
十
日
j
九
月
三
十

日
(
第
三
・
第
四
木
曜
、
午
前

十
時
i
正
午
、
十
回
)

対
象
・
定
員
婦
人
、
三
十
人

内
容
-
塞
尼
料
理
の
基
礎

講
師
柳
原
淳
先
生

〔
夜
の
料
理
教
室
〕

家
庭
料
理
の
基
礎
を
各
季
節
を

お
っ
て
学
習
し
ま
す
。

期
間
五
月
十
九
日
1
来
年
二
月

十
六
日
(
第
三
水
曜
、
午
後
七

時
1
九
時
、
十
回
)

対
象
・
定
員
成
人
、
三
十
人

内
容
各
季
節
の
家
庭
料
理

講
師
山
口
貞
子
先
生

-
楽
し
い
中
国
語
会
話

教
室

開
講
日
四
月
二
十
七
日
(
毎
週

火
曜
、
午
後
七
時
i
九
時
)

場
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

受
講
料
月
額
千
円
(
会
費
)

テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
八
百
八
十

円
必
要
で
す
。

募
集
人
員
二
十
人
、
※
老
若
男

女
を
聞
い
ま
せ
ん
が
、
学
習
を

継
続
で
き
る
人

申
込
方
法
中
文
同
学
会
の
和
田

満
(
東
大
村

一
丁
目
二
六
八
O
、

宮

(ω了
二
二
四
一
)
ま
た
は
中

尾
義
男
(
西
本
町
五

O
三
、
宮

⑦
了
三

O
O九
)
へ

主
催
中
文
同
学
会

(
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
)

試

験

-
危
険
物
取
扱
者
試
験

と
準
備
講
習
会

試
験
種
別
乙
種
四
類
、
丙
種

試
験
日
六
月
六
日
(
日
)

準
備
講
習
会
〔
乙
四
類
〕
五
月

十
三
日
・
十
四
日
、
諌
早
市
勤

労
福
祉
会
館
〔
丙
種
〕
五
月

二
十
三
百
、
福
祉
セ
ン
タ
ー

願
書
受
付
期
間
四
月
十
九
日
i

二
十
四
日

問
合
せ
先
大
村
消
防
署
(
宮
②

四

一三
八
)
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:ス:
:ポ

ツ

-
大
村
桜
祭
卓
球
大
会

5月の定例相談日

市民相談コーナー(広報公聴課)で

すべて無料で行っています。お気軽

lごご相談下さい。

談 (6日，10 : 00 -15: 00 ) 相権.人

会
費

〔
シ
ン
グ
ル
ス
〕
中
学

1

二
百
円
高
校

・
一
般

l
一二
百

円

〔
ダ
ブ
ル
ス
〕
四
百
円

申
込
方
法

四
月
二
十
四
日
(
午

後
四
時
ま
で
)
ま
で
に
市
内
各

ス
ポ
ー
ツ
眉
へ

主

催

市

卓
球
協
会

後
援

市
教
育
委
員
会

(
体
育
課
)

-
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
祭
り

春
の
一
日
を
楽
し
く
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
で
体
力
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ

う
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

日
時

四
月
二
十
五
日

(日
)
午

前
九
時

場
所

市
民
体
育
館

9:30-12:00 ) 

9:30-12:00 ) 

談 (28日，13:00-16:00) 

=一=--zz=童曹三三=-z主
一一三
E

ヱ
三
曹
三
E
z
=
聖
子
皇
子
=
皇
子
=
=
呈
=
;
=
章
一
空一三三五=
--呈量
苔E
三至否
E
Z
量三=-Z
呈=一EEi量
子
=量子==三
両

つ
5
月

5
日
(--JH
日
ま
で

I
l
l
i
-
-
J

仙

，

.

陶

「

児

童

福

祉

週

間

l

L

…

将
来
の
社
会
の
担
い
手
で
あ
て
い
る
児
童
福
祉
週
間
が
本
年

仙

る
児
童
の
心
身
と
も
に
健
全
な
も
五
月
五
日
か
ら

一
週
間
全
国

ゆ

育
成
を
願
っ
て
、
毎
年
行
わ
れ
で
展
開
さ
れ
ま
す
。

一

本
市
で
は
、
市
長
の
児
童
福

山

祉
施
設
慰
問
と
浴
場
組
合
の
ご

恥

協
力
に
よ
り
、
入
浴
料
の
割
引

伽

種
目

一
般
男
女
シ
ン
グ
ル
ス
・

ダ
ブ
ル
ス
、
初
心
者
男
女
年
齢

別
ダ
ブ
ル
ス
(
二
十
九
歳
以
下

の
部
、
三
十
九
歳
以
下
の
部
、

四
十
九
歳
以
下
の
部
、
五
十
歳

以
上
の
部
)

※
た
だ
し
、
過
去
の
大
会
で
優

勝
さ
れ
た
組
は
ベ
ア
を
変
え
る

か
一
般
の
部
へ
出
場
の
こ
と
。

年
齢
が
上
の
人
で
も
下
の
部
へ

出
場
で
き
る
。
男
女
混
合
で
も

可
。

試
合
球

水
鳥
公
認
シ
ャ
ト
ル

試
合
方
法

ト
ー
ナ
メ
ン
ト

※
た
だ
し、

参
加
者
数
に
よ
っ

て
は
パ

ー
ト
リ

l
グ
も
あ
り
つ

守合。

参
加
費

日
時

四
月
二
十
九
日
、
午
前
九

時
三
十
分
試
合
開
始

場

所

市

民
体
育
館

種
目

〔
シ
ン
グ
ル
ス
〕
中
学
男

・
女
、
一
般
男

・
女
(
男
女
と

も
高
校
含
む
)
、
一
般
初
心
者

男
子
(
市
内
在
住
在
勤
者
)
、

壮
年
男
子
(
三
十
歳
以
上
)
、

ベ
テ
ラ
ン
男
子
(
四
十
五
歳
以

上
)
、
婦
人
〔
ダ
ブ
ル
ス
〕

一
般
男

・
女
(
男
女
と
も
中
学

高
校
を
含
む
)

談 (19日， 10 : 00 -15: 00 ) 

-交通事故相談 (25日， 10:00-15:00) 

.厚生・国民年金相談 (26日， 10:00-15:00) 

一
人
一
種
目
玉
百
円

※ 

天
正
遣
欧
少
年
使
節
顕
彰
事
業
に
浄
財
を
p
・

談 (13日，

談 (14日，

相

相

相

相

産

政

声
U

吾

-a

動

律

.行

.法

-不

-登

一円
E
U紹
介

一

一
一
般
に
陶
芸
に
つ
い
て
の
関
も
の
の
魅
力

1
田
賀
井
秀
夫
著
一

一
一
心
が
高
ま
っ
て
い
る
ょ
っ
で
す

V
七
宝
焼
(
手
づ
く
り
の
ア
ク
一

一
が、

市
立
図
書
館
に
は
次
の
よ
セ
サ
リ

i
)
佐
野
登
志
子
著
一

一一

つ
な
関
係
図
書
が
あ
り
ま
す
の

V
陶
芸

l
田
中
作
太
郎
著

v
-

一
一
で
ご
利
用
下
さ
い
。
ご
利
用
は
手
づ
く
り
の
陶
芸

1
辻
輝
子
著
一

一
一
無
料
で
f
o

V
陶
芸
の
用
具
と
使
い
方

1
美
一

一

〔図
書
名〕

術
出
版
社

V
日
本
陶
器
の
鑑
一

一
V
探
訪
日
本
の
陶
芸
(
十
二
巻
)
定
と
観
賞
上
吊
石
英
明
著
ほ
か
一

一
小
学
館

V
現

代

陶

芸

ぐ

い

呑

(

市

立

図

書

館

)

一

一
一
図
鑑

l
光
芸
出
版
編

V
陶
芸

一一

(
制
作
と
知
識
の
す
べ
て
)
南

一
一
雲
龍
著

V
図
鑑
伊
万
里
の
す

一
一
べ
て

l
野
村
泰
三
著

V
や
き

(
事
務
局
・
大
村
高
工
会
議
所
で
受
付
け
て
い
ま
す
)

申
込
方
法

四
月
二
十
二
日
ま
で

に
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

(玖

島
郷
二
五
、
市
役
所
内
、
中
島

泰
二
あ
て
)
へ

(
体
育
課
)

-
合
気
道
教
室

大
村
A
E
一一
丸
道
会
で
は
、
心
身
の

健
全
な
育
成
と
護
身
術
修
得
を
目

的
に
会
員
を
一
募
集
し
ま
す
。

稽
古
田

毎
週
月
曜
、
水
曜
、
金

曜
(
午
後
六
時
1
八
時
)

場
所

市
武
道
館

一
階

対
象

高
校
生
以
上
の
男
子

申
込
先

大
村
合
気
道
会
事
務
局

(
獅
子
島
英
史
君
⑤
l
O
二
七

一一一)

(
体
育
課
)

-
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ダ
ブ
ル
ス
大
会
成
績

三
月
十
四
日
、
市
民
体
育
館
で

市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
の
主
催
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

〔
一
般
男
子
〕

①
浜
崎

・
品
川
②

里
脇
・畑
卜
③
日
高
・久
保
、
浦
・

山
崎

〔
一
般
女
子
〕

①
山
口・

小

林
②
中
村
・
江
口
③
市
川・
藤
崎
、

飯
笹

・
山
口

〔初
心
者
男
子
〕

①

石
橋
・
竹
口
②

一
瀬
・
福
島
③
戸

島

・
野
中
、
北
川

・
松
村

〔
初
心

者
女
子
〕

①
石
橋
・山
口
②
片
岡
・

一
極
⑥
出
口

・
宮
崎
、

-羽
田
野

・

江
原

〔
教
職
員
〕

①
中
村

・
立
花

@
厚
川

・
渡
辺
①
朝
長

・
朝
長
、

今
村

・
吉
田

〔
高
校
男
子
〕

①
小

川・
山
口
⑦
醤
浦
・東
原
③
川
竹
・

吉
村

〔
高
校
女
子
〕

①
松
田

・
池

田
①
藤
戸
・
川
援
ψ
本
山
・一
ニ原、

田
中
・

朝
長

〔
中
学
男
子
〕

①
氷

益
・松
本
②
森
園
・黒
川
③
宮
本
・

井
手
、
禿

・
松
尾

〔
中
学
女
子
〕

①
西
門

・
寺
田
②
三
岳
・
岩
本
③

加
藤

・
吉
田
、
杉
本
・
畑
野

(
体
育
課
)



昭和57年 4月15日
1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 りおおむ市政だより(9) 

=司

ιー

み

も
よ
お
し

-
市
制
施
行
刊
周
年
記

念
東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
交
響
楽
団
演

奏
会

|
|
前
売
券
発
売
中
|
|

市
制
施
行
四
十
周
年
を
記
念
し

市
民
の
皆
さ
ん
に
す
く
れ
た
音
楽

を
鑑
賞
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
文

化
庁
移
動
芸
術
祭
交
響
楽
演
奏
会

を
開
催
し
ま
す
。

日
時

六
月
三
日
、
午
後
六
時
三

十
分
開
演

場
所

市
民
会
館

~ 

可
燃
物
と
不
燃
物
は
別
々
に

不
燃
物
は
定
ま
っ
た
日
に

定
め
ら
れ
た
場
所
に

演
奏
曲
目

R
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
作
曲

交
響
詩
「
ド
ン

・
フ
ァ
ン
」

作
品
加

ブ
ル

ツ
フ
件
『
田

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
第
一

番
ト
短
調
作
品
部

ブ
ラ
l
ム
ス
作
曲

交
響
曲
第
三
番
へ
長
調
作
品

A
H
V
 

円
可
d

〔
指
揮
〕
尾
高
忠
明
〔
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
独
奏
〕
前
橋
汀
子

入
場
料

一
般

l
二
千
円
(
当
日

二
千
五
百
円
)
小
中
高
生

l
八

百
円

(当
日
千
円
)

前
売
券
発
売
所

森
竹
電
器
、
ア

オ
パ
ラ
ジ
オ
、
原
田
楽
器
、
長

交通安全を願って

白親ドライバークラブを結成

崎
書
庖
、
商
工
会
議
所
、
市
民

会
館
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
、
中
地
区
公
民
館
、
教
育
委

ロ
貝
ム
去

(
社
会
教
育
課
)

-
春
の
合
同
グ
ル
ー
プ

展
中
地
区
公
民
館
で
活
動
し
て
い

る
グ
ル
ー
プ
の
作
品
展
を
聞
き
ま

す
。

期

間

四

月
二
十
四
日
j
二
十
六

日
ま
で
(
午
前
九
時
1
午
後
四

時
三
十
分
、
二
十
六
日
は
午
後

三
時
)

場
所

中
地
区
公
民
館

参
加
グ
ル
ー
プ

墨
影
会
(
南
画
)

大村市母親ドライパークラブ(岩永照代会

長)の結成式が3月28日、福祉センターで行

われました。

運転免許証を持った市内の母親 250人が会

員となって「交通安全は家庭からjをモット

ーに、交通事故のない明るい家庭と平和な社

会づくりに寄与しようと結成されたもので、

母親ドライパーの立場からユニークな交通事

故防止面での活躍が期待されます。

(生活環境課)

フ
ラ
ン
ス
刺
し
ゅ
う
、
手
芸
グ

ル
ー
プ
、
き
つ
き
会
(
華
道
)
、

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
、
峰
友
会

(
書
道
)
、
水
彩
ク
ラ
ブ
、
中
地

区
俳
句
会
、
和
裁
グ
ル
ー
プ
、

着
付
グ
ル
ー
プ
、
紙
ね
ん
ど
人

形
グ
ル
ー
プ
、
お
り
紙
グ
ル
ー

プ
、
あ
ざ
み
グ
ル
ー
プ
(
料
理
)

茶
実
会
(
茶
道
)
や
す
ら
ぎ
会

(
茶
道
)

(
中
地
区
公
民
館
)

-
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

開
館
印
周
年
記
念
演

芸
会

市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

開
館
十
周
年
を
-記
念
し
て
演
芸
会

を
開
催
し
ま
す
。
多
数
ご
来
館
下

支
」
い
。

日
時

五
月
一
日
(
土
)
午
前
十

一
時
j
午
後
三
時

場
所

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

「さ

く
ら
荘
」

入
館
料

無
料
(
六
十
歳
以
上
の

市
内
居
住
者
)

(
福
祉
課
)

一
一募

集
f

-
婦
人
交
通
指
導
員

資
格

O
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
が

高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す

る
十
八
歳
i
二
十
歳
未
満
の
独

身
女
性

O
市
内
居
住
ま
た
は
採
用
後
居
住

で
き
る
人

募
集
人
員

一
人

申
込
方
法
四
月
三
十
日
ま
で
に

履
歴
書
(
写
真
添
付
)
、
戸
籍

妙
本
か
住
民
票
記
載
事
項
証
明

書
、
健
康
診
断
書
各
一
通
を
大

村
市
交
通
安
全
協
会
へ

問
合
せ
先

大
村
警
察
署
(
宮
③

|
三
二
一
六
)
ま
た
は
大
村
市

交
通
安
全
協
会
(
宮
③
|
九
八

八
九
)

(
生
活
環
境
課
)

社会福祉センタ一目的外使用料

計寸 9時時から 12時時から 17時時から 9時時から 12時時から 9時時から
12 まて。 17 まで 21 まで 17 まで 21 まて・ 21 まで

大会議 室 90円0 1，50円0 1，55円0 2，40円0 3，05円0 3，65同0 

会議室 150 300 350 450 650 800 

講習室 150 300 350 450 650 800 

談 話 室 150 250 300 400 550 700 

そ

の
他ミ

-
社
会
福
祉
・
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
目
的

外
使
用
料
を
改
正

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
目
的
外
使
用
料
が

四
月
一
日
か
ら
別
表
(
冷
暖
房
使

用
料
は
別
料
金
)
の
よ
う
に
改
正

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
団
体
割
引

き
が
廃
止
さ
れ
、
市
外
の
六
十
歳

以
上
の
方
の
入
館
料
が
一
日
百
円

と
な
り
ま
し
た
。

(
福
祉
課
)

老人福祉センター目的外使用料

ぷ寸 9時時から 12時時から 17時時から 9時時から 12時時から 9時時から
12 まで 17 まて‘21 まで 17 まで 21 まで 21 まで

集会室 90同0 1，65円0 1，80同0 2，55同0 3，45円0 4，05円0 

娯楽室(A) 150 300 300 450 600 750 

娯楽室(B) 150 200 300 350 500 650 

娯楽室(C) 450 600 750 1，050 1，350 1，800 

静養 室 150 300 300 450 600 750 

研修室 150 300 300 450 600 750 



(10) りおおむ

• わ一市
り部民
ま と 会
す使館

用の
料施
が設
変の

市政だより

市
民
会
館
の
使
用
料
が
四
月

一

日
か
ら
別
表
の
よ
う
に
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
従
来
の
位
鰐
式
場
が
廃

止
さ
れ
、
展
示
室
専
用
と
し
て
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
文

化
向
上
の
施
設
と
し
て
、
大
い
に

ご
利
用
下
さ
い
。
な
お
、
詳
し
く
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は
市
民
会
館
(
宮
②
l
二
七
三
九
)

へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

〔改
正
さ
れ
る
主
な
点
〕

V
展
示
室
の
開
設

(た
だ
し
、
準
備
の
都
合
で
若

干
お
く
れ
ま
す
。)

V
楽
屋

(洋

・
和
室
)
が
ホ
l
ル

の
催
し
物
に
支
障
が
な
い
限
り

会
議
(
約
二
十
人
ま
で
)
な
ど

に
使
用
で
き
ま
す
。

V
ホ
l
ル
を
営
利
ま
た
は
営
業
の

宣
伝
の
目
的
で
使
用
す
る
場
合

は
「
入
場
料
を
徴
す
る
場
合
」

の
使
用
料
と
な
り
ま
す
。

V
ホ
l
ル
以
外
の
各
室
を
物
品
販

売
な
ど
営
利
の
目
的
で
使
用
す

る
場
合
は
、
十
割
加
算
さ
れ
た

使
用
料
に
な
り
ま
す
o

v
使
用
申
請
受
付
期
日
が
次
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
都

合
に
よ
り
期
日
ま
で
に
で
き
な

い
場
合
は
、
早
目
に
会
館
ま
で

申
し
出
て
下
さ
い
。

〔ホ
l
ル
・
展
示
室
〕
使
用
し

よ
う
と
す
る
日
の
十
二
カ
月
前

1
一
カ
月
前
ま
で
。

〔
会
議
室

(大

・小
)
〕
使
用
し
よ
う
と
す

る
日
の
前
月
の
初
日
1
一一一
日
前

ま
で
。
〔
楽
屋

・ロ
ビ
l
〕
使

用
し
よ
う
と
す
る
日
の
一
カ
月

前
1
一一
一日
前
ま
で
。(市

民
会
館
)

ご
寄
付
・
ご
好
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

敬
称
略

福
祉
基
金
ヘ

マ
楠
木
鉄
郎
(
東
本
町
・
亡
父

渉
)
百
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

マ
藤
宮
カ
ズ
ヱ

(荒
瀬
郷
・
亡

三
女
美
枝
)
五
万
円

マ
松
添

節
生

(松
山
町
・
亡
兄
龍
行
)

五
万
円
マ
辻
田
信
之

(鬼
橋

町
・
亡
父
秋
義
)
五
十
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

マ
佐
古
亮
尊
(
古
町
一
丁
目

・

亡
父
亮
憲
)
大
村
子
供
の
家
へ

十
万
円

敬
称
略

文
化
基
金
ヘ

マ
長
崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競

走
会

(馬
場
政
吉
会
長
)
五
十

万
円社

会
福
祉
協
議
会
へ

マ
大
村
商
工
会
議
所

(今
本
健

吾
ほ
か
十
三
人
)
三
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

マ
赤
水
清
春
(
本
町
一
一
丁
目
)

大
村
子
供
の
家
へ
五
万
七
千
七

百
十
円
マ
ま
す
た
に
美
容
室

(
増
谷
百
枝
ほ
か
八
人
)
パ

ー

ル
ハ
イ
ム
ヘ
美
容
慰
問
マ
横

田
肇

(池
田

一
丁
目
)
大
村
子

よ廻!9時から 13時から 18時から 9時から 13時から 9時から
12時まで 17時まで 22時まで 17時まで 22時まで 22時まで

円 円 円
9∞円o 12，∞円o 15∞円o 

本館ホ 五主料音を遍量場合包いL 

平日 4.500 6，∞o 7.500 

祝土日曜隠日 6.000 7，500 9∞o 12，∞o 15∞o 18，000 

ルl 入場科徴を繕合する

平日 12.000 16∞D 24∞o 28，∞o 36∞o 48，∞o 

祝土日曜曜日 16.000 20∞o 28ωo 36，∞o 48∞o 60∞o 

会議室 大会議室 1，100 1.400 l.650 2，400 3，000 3，900 
小会議室 450 500 6∞ 900 l.050 1，350 

楽洋 室 450 6∞ 750 "。 1.200 1，500 
屋 和 室 450 600 750 900 1.200 1，500 
展 不 室 1.350 1.500 1，800 2，700 3∞o 4，500 
本館ロビー 1.350 l.500 1，800 2，700 3∞0 4，500 I 

市民会館使用料供
の
家
ヘ
金
一
封
マ
さ
ん
わ

ふ
と
ん
庖
H
H
慈
恵
荘
へ
毛
布
を

九
十
四
枚
、

託
児
室
ゆ
り
か
ご

へ
二
十
三
枚
マ
彰
友
会
(
諌

早
市
・
山
崎
宇
山
ほ
か
四
人
)

慈
恵
荘
へ
尺
八
演
奏
慰
問
マ

古
川
鉄
男
(
荒
平
町
)
慈
恵
荘

へ
タ
マ
ゴ
十
キ
ロ
マ
出
口
ウ

タ

(
小
路
口
町
)
慈
恵
荘
へ
ほ

う
れ
ん
草
二
十
二
キ
ロ
ほ
か

マ
若
草
民
踊
子
供
会

(代
表
早

川
淳
子
)
さ
く
ら
会
(
出
口
順

子
)
慈
恵
荘
へ
舞
踊
慰
問
、
は

っ
さ
く
二
十
キ
ロ
、
金
一
封

マ
松
永
精
一
(
玖
島
郷
)
慈
恵

荘
へ
中
古
オ
ル
ガ
ン

一
台

マ

大
村
モ
デ
ル
シ
ョ
ッ
プ
(
代
表

蓮
本
末
男
)
慈
恵
荘
ヘ
テ
ィ
シ

ュペ

ー
パ
ー
五
十
個

清
和
国
ヘ

マ
日
本
専
売
公
社
大
村
出
張
所

1
マ
イ
ル
ド
セ
ブ
ン
千
五
百
本

マ
山
口
美
子
(
徳
泉
川
内
町
)

民
踊
ク
ラ
ブ
用
和
服

一
式

マ

大
村
聖
母
幼
稚
園
(
向
井
百
代

ほ
か
職
員
六
人
、
園
児
九
十
一

-
潮
干
狩
り
や
磯
遊
び

に
つ
い
て
お
願
い

※付属設備器具使用料は別料金となります。

海
や
磯
に
い
る
海
そ
う
、
員
、

水
産
動
物
類
は
、
漁
業
者
の
大
切

な
生
活
資
源
で
す
。

家
族
的
レ
ジ
ャ
ー
や
自
然
観
察

な
ど
海
と
親
し
む
程
度
に
行
わ
れ

る
準
縄
、

貝
、
水
産
動
物
類
の
採

取
は
か
ま
い
ま
せ
ん
が
、
利
議
を

目
的
と
し
て
と

っ
た
り
、
漁
場
を

荒
ら
す
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
よ

う
漁
協
か
ら
要
望
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。(

農
林
水
産
課
)

人
)
舞
踊
、
童
謡
ほ
か
マ
専
↑

念
寺
住
職
上
野
諦
信
l
法
活

-

マ
専
念
寺
華
項
婦
人
会
(
上
野

一

信
子
ほ
か
三
十
人
)
ハ
ッ
サ
ク

-

十
八
キ
ロ
、
石
け
ん
四
十
五
個
〈

ほ
か
マ
出
口
定
(
小
路
口
町

)
F

ほ
う
れ
ん
草
十
五
キ
ロ
マ
若

占

草
民
踊
子
供
会
(
今
里

ツ
タ
子

一

ほ
か
三
十
人
)
民
踊
、
運
動
会

予

賞
品
二

十

点

マ
出
口
順
子

l
一

ハ
ッ
サ
ク
二
十
キ
ロ

D
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